
１．建築物の構造内容 ３．地 盤

(2) 工事種別 増築 増改築 改築

(3) 構造種別

木造 (W) 鉄骨造 (Ｓ )補強コンクリートブロック造 (CB)

鉄骨鉄筋コンクリート造 (SRC) 壁式 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ鉄筋 ｺﾝｸﾘｰﾄ造 (WPRC)

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ鉄筋 ｺﾝｸﾘｰﾄ造 (PRC)

(4) 階 数

地上

(6) 屋上付属物

高架水槽 KN KNｷｭｰﾋﾞｸﾙ

(5) 主要用途

広告塔 煙突

(7) 特別な荷重

ｴﾚﾍﾞｰﾀ ﾘﾌﾄ KN KNﾎｲｽﾄ

KN倉庫積載床用 N/m2 受水槽

(8) 附帯工事

門塀 擁壁

(9) 増築計画 有 ( ) 無

(10) 構造計算ﾙｰﾄ

２．使用構造材料

適  要  箇  所 種  類
設計基準強度

Fc=N/mm2
備  考

ｽﾗﾝﾌﾟ
Cm

普通
普通
普通

(2) コンクリートブロック(ＣＢ)

A種 C種 厚 100 120 150 180

(3) 鉄 筋 種  類 径 使用箇所 継手工法

SD295B
SD345

異形鉄筋

B種

高強度せん断補強筋
丸  鋼

溶接金網 (JISS G3551)
SR235

重ね継手

ガス圧接継手

特殊継手
( )

(4) 鉄 骨

種  類 使用箇所 備  考現場溶接
SS400 SM400 SN400Ａ,Ｂ,Ｃ
STKR400 STKR490
BCR295 BCP235

無
無
無

有
有
有

SM490A SN490B,C
SSC400

無有
無有

○使用箇所の詳細については別途図示とする。

(5) ボルト

高力ボルト

普通： F10T 特殊： S10T 認定品 ( M12 M16 M20 M22 M24 )

中ボルト

アンカーボルト

高力ボルトすべり係数試験 要 否

要 否高力ボルト導入張力確認試験M M

頭付スタッドボルト

mmφ = L= 使用箇所 ( 柱 大梁 )小梁

mmφ = L= 使用箇所 ( 柱 大梁 )小梁

(6) 屋根、床、壁

ＡＬＣ版

折   版

デッキプレート

キーストンプレート

特殊デッキプレート

(1) 地盤調査資料

有 ( 敷地内 近隣 ) ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査

液状化判定 現場透水試験

無 ( )調査予定 有 無

(2) 地盤調査計画

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査 靜的貫入試験 標準貫入試験

水平地盤反力係数の測定

水平地盤反力係数の測定

土質試験

土質試験 物理探査

平板載荷試験

平板載荷試験 試験堀（支持層の確認）

(3) 地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、

形状を変更する場合もある。

(4) ボーリング標準貫入値、土質構成 (基礎・杭の位置を明記すること )

度

深 標  準  貫  入  試  験Ｎ

値
土  質

10 20 30 40 50 調査地盤

位置図

支持地盤、地層及び深さに

ついてのコメント

孔内水位

GL - m

近隣データの調査地番と

設計地番とは約  mの距離

備考

４．地業工事

(1) 直接基礎

ベタ基礎 独立基礎 試験堀 有 無

長期許容支持力度 有 無載荷試験

(2) 杭基礎 支持層－

備  考杭  種 材  料 施  工  法

鋼管

打ち込み
埋込み

鋼材 SS400 SKK400
(セメントミルク工法)

場所打ち
コンクリート杭

コンクリートFc N/mm2

スランプ
セメント量 KN/m2

鉄筋  主 筋 SD

Ｈ00Ｐ SD

オールケーシング 拡底杭

リバースサーキュレーション
アースドリル ミニアース

ＢＨ ｛
手堀

機械堀

拡底杭

号
年 月 日

第

日本建築ｾﾝﾀｰ認定

杭仕様 施工計画書承認 杭施工結果報告書

( 有 無 ) ( )載荷打 ち 込 み

杭  径 設計支持力 (KN) 杭の先端の深さ (m) 本数 特記事項

本標準仕様及び鉄筋コンクリート構造配筋標準図はコンクリートの設計基準強度

 (Fc)が 36N/mm2以下に適用する。

(1) コンクリート

耐久設計基準強度  Fd

セメントは ,JIS R5210の普通ポルトランドセメントを標準とする。

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

寒中、暑中、その他特殊 ｺﾝｸﾘｰﾄの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、打

ち込み、養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で (財 )国土開発技

術センターの技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器

の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真 (ｶﾗｰ)を保管し承認を得る。

測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験

は、同一試料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

構造体コンクリートについて、現場の圧縮強度試験供試体 (JASS5T-603)は、現場

水中養生、または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごと

とする。

また、打ち込み量が 150m3を越える場合は、 150m3ごとまたは、その端数毎に１回

を標準とする。１回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からそ

の必要本数を採取する。なお供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当たり６

本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。

クリートの自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に

際しては、コンクリート圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事するこ

※３コンクリートの養生場合は 150分、 25° C以上の場合は 120分以内ととする。

※１  コンクリート材料

※２  圧縮試験

(2) 鉄 筋

鉄筋は、 JIS G 3112の規格品を標準とする。施工は JASS5(1997)による。

高強度せん断補強筋は、 JIS G 3137に規定されるＤ種１号適合品とする。

「鉄筋コンクリート構造配筋標準図 (1)(2)」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋

鉄筋の加工寸法 ､形状 ､かぶり厚さ ､、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ ､定着長さは

と。なお打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は ､外気温が２５° C未満の

標準図 (1)(2)」による。

D19未満は、すべて重ね継手とする。継手 (D19以上 )をガス圧接とする場合は、日

本圧接協会「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」により。

ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと (200)

箇所を越えるときには、 200箇所ごと )に 1回行い、１回の試験は５本以上とする。

外観検査 有 無、引張試験 有 無、超音波試験 有 無

柱の帯筋 (HOOP)の加工方法は、 Ｈ型 (ﾀｶﾞ型 ) W型 (溶接型 ) S型 (ｽ

ﾊﾟｲﾗﾙ型 )とする。
135°閉鎖型 ﾋﾟﾛﾃｲｰ柱外周のみ

コンクリート及び鉄筋の試験は、「建築物の工事における試験及び検査に関する東

京都取扱要綱」第４条の試験機関で行うこと。

試験機関名

代行業者名

代行業者名とは、試験、検査に伴う業務を代行する者をいう。

(3) 型  枠

材料  合板  12mmを標準とする。 施工は JASS5による。

型存置期間
種類

せ き 板 支  柱
基礎  梁側 柱  壁 ｽﾗﾌﾞ下  はり下 ｽﾗﾌﾞ下  はり下

早強ポルト

ランドセメント ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

A 種

A 種

シリカセメント

早強ポルト

ランドセメント ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

A 種

A 種

シリカセメント

早強ポルト

ランドセメント ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

A 種

A 種

シリカセメント

早強ポルト

ランドセメント

ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

A 種

A 種

シリカセメント

部
位

セ
メ
ン
ト
の
種
類

コ
ン
ク
リー

ト
の

材
令

日

存
置
期
間
の
平
均
気
温

15°以上

5° 15°

5°C未満

ｺﾝｸﾘｰﾄの

圧縮強度
5.0N/mm2 設計基準強度の50%

2

3

5

3

5

8

4

6

10

6

10

16

8

12

15

17

25

28 28

28

28

設計基準強度の
85% 100%

注） 1 片持はり、庇、スパン 9.0m以上のはり下は、工事監理者の指示による。

行わない。
注） 2 大はりの支柱の盛りかえは行わない、また、その他のはりの場合も原則として

注） 3 支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注） 4 盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注） 5 支柱の盛りかえは、小ばりが終わってから、スラブを行う。

一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

(1) 鉄骨工事は指示のない限り下記による。

日本建築学会「 JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

(2) 工事監理者の承認を必要とするもの

製作工場 製作要領書 工作図 施工計画書

認定または登録工場 ( ｸﾞﾚｰﾄﾞ 登録 ﾗﾝｸ)

材料規格証明書または試験成績書

鋼材 高力ボルト 特殊ボルト 頭付ボルト

社内検査表

(3) 工事監理者が行う検査項目

(□印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること。 )

現寸検査 組立・開先検査 製品検査

建方検査

(4) 接合部の溶接は下記によること

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱（建築構造設計指針第 12章）

日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」

(5) 接合部の検査

溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

検査箇所 検査方法
検査率又は検査数

備  考

完全溶込み溶接部

第三者検査機関名

第三者検査機関名とは、建築主、工事監理者または工事施工者が、受入れ検査を

代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

超音波探傷試験

超音波探傷試験

外観 (目視 )検査

（ 号 )

社 内 第三者 工事監理者

%
個

%
個

%
個

個 個 個

% % %

注1)現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし､原則として外観検査､超音波検査を100%行うこと

注2)知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に、報告すること

高力ボルトは「 JIS B1186の高力ボルト」を標準とする。摩擦面の処理は黒皮等

を座金外径 2倍以上の範囲で ｼｮｯﾄﾌﾞﾗｽﾄ､ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ掛け等を用いて除

去した後、屋外に自然放置して発生した赤さび状態であること。ただし、 ｼｮｯﾄ

ﾌﾞﾗｽﾄ､ｸﾞﾘｯﾄﾌﾞﾗｽﾄによる処理で表面あらさが 50S以上である場合は、赤

さびは発生しないままでよい。

高力ボルトの締付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し、締付けの順

序は部材が十分密着するよう注意して行う。また ､締付けは一次 ､二次締めとする。

締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。

(6) 防錆塗料

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外

の部分とする。錆止めのペイントは、 JISS K5621,4つ星 2回塗りを標準とする。

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調査は入念に行い、塗装は工場

塗装と同じ錆止めペイントを使用し 2回塗とする。

(7) 耐火被覆の材料

７．設備関係 （貫通補強はウエブレンとする)

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない ､設ける場合は設計者の承認を得ること。

設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの 1/3以下とし管の間隔を

管径の 3倍以上かつ 5cm以上を原則とする。

深礎

５．鉄筋コンクリート工事 ６．鉄骨工事

新築■

■
■
■

■

■

Ｄ10～Ｄ16 ■

6φ

12

■

別図による

試験堀

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近つけて垂直に打ち、コン

建築場所   

■

■

■

■

Fc=N/mm2
品質基準強度

(1) コンクリート JASS（2009）による。

短期 標準■ 長期 超長期

コンクリートは JIS認定工場の製品とし、施工に関しては JASS(2009)による。

布基礎
SD390

■

鉄筋コンクリート造 (RC)

捨 て ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ

８．その他 

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

※１ コンクリート材料 （令７２条）

※２ Ａ１１０８ （圧縮試験による）令７４条

※３ コンクリートの養生（令７５条）  以上 ＪＡＳＳ5により施工

■

■

■

給湯設備は平成 12年建設省告示第 1388号第 5に規定する構造方法とする

(1) 工事名称   

土 間 

壁式鉄筋コンクリート造 (WRC)

■

隅角部補強

新構造設計特記仕様 その1

中山公園野球場整備工事（建築）

岐阜県高山市山田町690番地 ほか

■

■

■

野球場スタンド

■

■ ■

290KN/m2

－

18

18Fc15

Fc18 18 18

Fc36 36
18
18

18

18
18

普通■

普通■
普通■

Fc27
Fc24

27
24普通■

（本体棟） 基礎 地中梁

Fc24 24

Fc21

■普通 Fc24
21

24

D19～D25
■

SD295

Y方向 ﾙｰﾄ 1X方向 ﾙｰﾄ 1

ABR490

3 階

■
■ STK400

■

■ ■ ■

■

■ ■ ■■

■

■

■ ■

■

■

■

■

■

■

■ 100 20 20

■

■ 100 20 20

■

■

■

■

■

1F柱 壁～M2SL
M2柱壁～上部

（１塁３塁棟）

（土留壁 外野席）

（スコアボード棟）

RF 庇

D29

■ 大庇BC材アンカー用柱型

C00

二次部材

上記ダイヤフラム■

本部棟は両方向ルート3

■

バックネット支持部ハイベースNEO

柱状地盤改良  φ 1300 （一部表層地盤改良）

（本部棟） 1.3塁棟は  地上 2 階

構造設計 株式会社 佐瀬設計 一級建築士事務所(い－６)第13665号

構造設計一級建築士 第4646号 一級建築士 No.128187 佐瀬 光一

(有)斐太プランニング一級建築士事務所

   一級建築士 第 266975号 門  秀樹

中山公園野球場整備工事（建築）工事名

図 名

縮 尺 番 号 枚の内 号

設  計

年 月 日

設 計

高 山 市

SH01－

構造特記仕様書－１

Ｒ

■ KSS785 S13

M27

普通： F8T（スコアボード棟）■

令和７年１１月 

66



構造設計 株式会社 佐瀬設計 一級建築士事務所(い－６)第13665号

構造設計一級建築士 第4646号 一級建築士 No.128187 佐瀬 光一

(有)斐太プランニング一級建築士事務所

   一級建築士 第 266975号 門  秀樹

中山公園野球場整備工事（建築）工事名

図 名

縮 尺 番 号 枚の内 号

設  計

年 月 日

設 計

高 山 市

構造特記仕様書－２

－ SH02

令和７年１１月 

66



構造設計 株式会社 佐瀬設計 一級建築士事務所(い－６)第13665号

構造設計一級建築士 第4646号 一級建築士 No.128187 佐瀬 光一

(有)斐太プランニング一級建築士事務所

   一級建築士 第 266975号 門  秀樹

中山公園野球場整備工事（建築）工事名

図 名

縮 尺 番 号 枚の内 号

設  計

年 月 日

設 計

高 山 市

SH03－

鉄筋コンクリート構造配筋標準図－１

令和７年１１月 
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構造設計 株式会社 佐瀬設計 一級建築士事務所(い－６)第13665号

構造設計一級建築士 第4646号 一級建築士 No.128187 佐瀬 光一

(有)斐太プランニング一級建築士事務所

   一級建築士 第 266975号 門  秀樹

中山公園野球場整備工事（建築）工事名

図 名

縮 尺 番 号 枚の内 号

設  計

年 月 日

設 計

高 山 市

鉄筋コンクリート構造配筋標準図－２

SH04－

令和７年１１月 
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構造設計 株式会社 佐瀬設計 一級建築士事務所(い－６)第13665号

構造設計一級建築士 第4646号 一級建築士 No.128187 佐瀬 光一

(有)斐太プランニング一級建築士事務所

   一級建築士 第 266975号 門  秀樹

中山公園野球場整備工事（建築）工事名

図 名

縮 尺 番 号 枚の内 号

設  計

年 月 日

設 計

高 山 市

鉄筋コンクリ―ト構造配筋標準図－３

SH05－

令和７年１１月 
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構造設計 株式会社 佐瀬設計 一級建築士事務所(い－６)第13665号

構造設計一級建築士 第4646号 一級建築士 No.128187 佐瀬 光一

(有)斐太プランニング一級建築士事務所

   一級建築士 第 266975号 門  秀樹

中山公園野球場整備工事（建築）工事名

図 名

縮 尺 番 号 枚の内 号

設  計

年 月 日

設 計

高 山 市

鉄骨構造標準図－１

SH06－

令和７年１１月 
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構造設計 株式会社 佐瀬設計 一級建築士事務所(い－６)第13665号

構造設計一級建築士 第4646号 一級建築士 No.128187 佐瀬 光一

(有)斐太プランニング一級建築士事務所

   一級建築士 第 266975号 門  秀樹

中山公園野球場整備工事（建築）工事名

図 名

縮 尺 番 号 枚の内 号

設  計

年 月 日

設 計

高 山 市

鉄骨構造標準図－２

SH07－

令和７年１１月 
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構造設計 株式会社 佐瀬設計 一級建築士事務所(い－６)第13665号

構造設計一級建築士 第4646号 一級建築士 No.128187 佐瀬 光一

(有)斐太プランニング一級建築士事務所

   一級建築士 第 266975号 門  秀樹

中山公園野球場整備工事（建築）工事名

図 名

縮 尺 番 号 枚の内 号

設  計

年 月 日

設 計

高 山 市

－ SH08

壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図－１

令和７年１１月 
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構造設計 株式会社 佐瀬設計 一級建築士事務所(い－６)第13665号

構造設計一級建築士 第4646号 一級建築士 No.128187 佐瀬 光一

(有)斐太プランニング一級建築士事務所

   一級建築士 第 266975号 門  秀樹

中山公園野球場整備工事（建築）工事名

図 名

縮 尺 番 号 枚の内 号

設  計

年 月 日

設 計

高 山 市

壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図－２

SH09－

令和７年１１月 
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構造設計 株式会社 佐瀬設計 一級建築士事務所(い－６)第13665号

構造設計一級建築士 第4646号 一級建築士 No.128187 佐瀬 光一

(有)斐太プランニング一級建築士事務所

   一級建築士 第 266975号 門  秀樹

中山公園野球場整備工事（建築）工事名

図 名

縮 尺 番 号 枚の内 号

設  計

年 月 日

設 計

高 山 市

同等以上の工法とする。変更する場合は協議すること。

又、計画通知の変更等は施工者負担にて行うこと。

１．一般事項

２．適用範囲

（１）本仕様書は、ＭＡＸウエブレンの標準仕様を定めるものであり、各設計における特

（２）本仕様書に定めなき事項は、日本建築学会「鉄筋コンクリート構造計算規準・同解

記仕様は、本仕様書に優先して適用する。

る。

（１）使用材料

  コンクリートと鉄筋の使用材料と組み合わせは以下とする。

説」及び「建築工事標準仕様書・同解説  ＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事」によ

（２）開孔径及び位置

       あばら筋に普通鉄筋を用いる梁      100mm≦Ｈ≦ 750mm

       あばら筋に高強度鉄筋を用いる梁     100mm≦Ｈ≦ 450mm

       開孔の形状は円形とし、梁成の 1/3以下とする。（下図参照）

    ａ）開孔径（Ｈ）

    ｂ）開孔中心間距離（Ｌ）

         開孔中心間距離は、隣り合う開孔径の平均の 3倍以上とする。（下図参照）

      ｃ）柱際から開孔中心までの距離（Ｌ '）

         柱面及び直交する大梁面から梁成以上離すこととする。（下図参照）

     ｄ）へりあき最小寸法

        へりあきの最小寸法は、「建築工事共通仕様書（国土交通大臣官房官庁営

繕部監修）」により以下とする。

梁成  700mm≦Ｄ＜ 900mm  へりあき  200mm

梁成  900mm≦Ｄ       へりあき  250mm

梁成  500mm≦Ｄ＜ 700mm  へりあき  175mm

柱

梁

へりあき

柱

Ｈ

Ｌ’ Ｌ

Ｈ Ｄ

３．標準配筋図

 （１）ＭＡＸウエブレンの取り付け位置

     ＭＡＸウエブレンはあばら筋の内側に取り付ける。

３枚以上の場合は中子筋に取り付ける。（下図参照）

  （２）孔際あばら筋

     孔際あばら筋は、原則として一般部あばら筋と同種 ,同径 ,同本数とし、開孔部の

両側に 1組以上配置する。位置は開孔縁から 50mmとし、複数組配置する場合は間

隔を 50mmとする。（下図参照）

貫通孔の位置

ＭＡＸウエブレン配筋例（孔際２組） ２枚の配筋例 ３枚の配筋例

50 50

ＭＡＸウエブレン配筋例（孔際１組）

Ｈ

ＭＡＸウエブレン

一般部あばら筋

孔際あばら筋

ＭＡＸウエブレン

一般部あばら筋

孔際あばら筋

50

50

Ｈ 50

50

ＭＡＸウエブレン

ＭＡＸウエブレン

ＭＡＸウエブレン

ＭＡＸウエブレン

 開孔径が 400mm以上で主筋とＭＡＸウエブレンの最外位置との間隔が梁成の 1/3以上

となる場合は下図に示す補強を行う。

なお、この補強が必要となる条件は (財 )日本建築センターの評定時に指導された最

低基準 (必ず厳守する基準 )であるので、開孔位置等の状況で図に示す数値以下であ

っても補強が必要となる場合があるので設計担当者と協議する必要がある。

梁
成
の
1
/3
以
上

梁
成
の
1
/
3
以
上

開孔部上下の補強筋

 型で、一般部あばら筋と

同径・同種、間隔は一般部以下

D19以上で、開孔縁からの

長さは定着最小長さ以上

ＭＡＸウエブレン

腹筋 Ｈ≧400mm

ＭＡＸウエブレン

5050

50

Ｈ 50

50 50

  ４．大開孔の補強方法

  ５．施工要領

ａ）ＲＣ造（下図参照）

①  型枠に開孔位置の芯出しを行う。

②  ＭＡＸウエブレンをあばら筋内に挿入し、枝鉄筋を下部または上部にし

て所定の位置に結束する。

①  あばら筋の配筋前に鋼管スリーブにＭＡＸウエブレンを引っ掛けておく。

ｂ）ＳＲＣ造（下図参照）

②  あばら筋を配筋後、枝鉄筋を下部または上部にして所定の位置に結束する。

主筋

孔際あばら筋

ＭＡＸウエブレン

枝鉄筋

（ RC造の場合）

主筋

孔際あばら筋

ＭＡＸウエブレン

枝鉄筋

鉄骨

（ SRC造の場合）

 （２）ＭＡＸウエブレンを取り付ける向き（下図参照）

 （１）標準的な施工順序

ＭＡＸウエブレンはあばら筋に対して環状鉄筋が 45°の向きになるように取り付

ける。

主筋

孔際あばら筋

ＭＡＸウエブレン

45°

（可）

主筋

孔際あばら筋

ＭＡＸウエブレン

（不可）

孔径
L2

A
B

L2

L1
L1

孔径

A
B
C

孔径

100φ

125φ

150φ

175φ

200φ

250φ

300φ

350φ

タイプ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｌ１

Ｌ２

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｌ１

Ｌ２

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｌ１

Ｌ２

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｌ１

Ｌ２

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｌ１

Ｌ２

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｌ１

Ｌ２

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｌ１

Ｌ２

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｌ１

Ｌ２

175

247

308

282

200

272

342

317

230

302

386

360

255

327

420

395

280

352

456

430

180

276

334

300

205

301

369

335

230

326

405

370

255

351

440

405

280

376

475

440

330

426

546

510

385

481

624

590

435

531

694

660

200

320

382

345

225

345

417

380

250

370

453

415

275

395

488

450

300

420

524

485

350

470

594

555

400

520

665

625

450

570

736

695

220

363

403

376

245

388

438

411

270

413

474

447

295

438

509

482

320

463

544

517

370

513

615

588

420

563

685

659

470

613

757

730

240

416

265

441

290

466

315

491

340

516

594

561

390

566

665

632

440

616

735

702

490

666

806

773

240

400

576

568

568

265

425

601

601

601

290

450

626

636

636

315

475

651

672

672

340

500

676

707

707

390

550

726

778

778

440

600

776

849

849

490

650

826

919

919

孔径

400φ

450φ

500φ

550φ

600φ

650φ

700φ

750φ

タイプ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｌ１

Ｌ２

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｌ１

Ｌ２

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｌ１

Ｌ２

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｌ１

Ｌ２

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｌ１

Ｌ２

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｌ１

Ｌ２

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｌ１

Ｌ２

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｌ１

Ｌ２

500

620

806

765

550

670

877

835

600

720

948

905

650

770

1018

975

700

820

1089

1045

750

870

1160

1115

800

920

1231

1185

850

970

1301

1255

520

663

827

800

570

713

898

871

620

763

969

942

670

813

1039

1012

720

863

1110

1083

770

913

1181

1154

820

963

1252

1225

870

1013

1322

1295

540

716

877

844

590

766

948

915

640

816

1018

985

690

866

1089

1056

740

916

1160

1127

790

966

1230

1197

840

1016

1301

1268

890

1066

1372

1339

540

700

876

990

990

590

750

926

1061

1061

640

800

976

1131

1131

690

850

1026

1202

1202

740

900

1076

1273

1273

790

950

1126

1344

1344

840

1000

1176

1414

1414

890

1050

1226

1485

1485

S6-2R S8-2R S10-2R S13-2R S16-2R S16-3R S10-2R S13-2R S16-2R S16-3R

６．ＭＡＸウエブレン標準寸法表

488

455

523

490

559

526

453

420

     コンクリート：Ｆｃ =21～ 60N/mm2  

                              685N/mm2 級鋼 ,785N/mm2 級鋼 ,1275N/mm2 級鋼

       ＭＡＸウエブレン： 785N/mm2 級せん断補強筋ストロングフープ用棒鋼

          鉄筋 (あばら筋 )： SD295,SD345,SD390,

梁貫通孔補強材   ＭＡＸウエブレン設計・施工標準仕様書（参考図） BCJ評定-RC0097-07

－ SH10

鉄筋コンクリート貫通孔補強標準図（参考図）

令和７年１１月 
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※7 tf：梁フランジ厚（mm）

隅 肉 溶 接

     梁材軸方向中心間距離

 フリードーナツエイト（以下、本工法）は、鉄骨梁のウェブ貫通孔を専用の

下孔径

基準値

dw

1

1.  工法概要 2.  構成部品 3.  適用範囲・ 使用条件

4.  施工

［3.1］ 梁の材質・寸法に関する規定

（d  ／D  ）

［3.2］取付け位置に関する規定

 

21

(3) 組立て溶接 (4) 本溶接 (5) 検査・完成

［4.7］ 施工手順

(1) 梁ウェブの孔あけ

スラグ・スパッタを除去する。

目視にて外観検査を行う。

注）ショートビードにならないこと。

ウェブにケガキし下孔をあける。

    面の浮きさび、汚れ等を除去

   する。

製品記号 呼び径
外径 板厚 高さ

単位（ mm）

［4.1］ 保守管理

［4.2］ 資格

［4.3］ 溶接材料及び溶接条件

［4.4］ 溶接の注意点

［4.5］ 組立て溶接

［4.6］ 本溶接

［2.3］ フリードーナツエイト構成部品一覧

溶接材料及び溶接条件の標準は下表の通りする。

（1）溶接作業の品質を管理する溶接技術者は、鉄骨製作管理技術者2級

     またはWES2級の資格を有する経験者とする。

（2）必要隅肉溶接サイズ(S)の許容差(⊿s)および余

     盛の高さ許容差(⊿a)は、0≦⊿s、0≦⊿aとする。

梁ウェブ

 各仕様の隅肉溶接サイズは下記表の通り。

呼び径

4以上

4以上

5以上

5以上

5以上

5以上

5以上

5以上

4以上

【法第37条認定材料】

国土交通大臣認定 MSTL-0504

鉄骨梁貫通孔補強工法

※8 r：フィレット（mm）

※1 適用する梁材の材質

隅肉溶接は[4.6](2)に規定する

必要隅肉溶接サイズ(S)以上を

確保するよう行う。

製品記号

管理許容差

14, 682. 39

3, 597. 29

729. 35

598. 5

 d

±2ｍｍ

（ mm ）

 d

(tf  +r  )+(Dr/2+a  )≦e1≦(D  -tf-r)-(Dr/2+a)

30mm+Dr /2以上
※4

2 1

SN-BR490B

（F値325N/mm ）

※10 ※10

※7 ※8

※12

※2※2

※9 ※3※6

        BR100K～BR150K：a＝7.5 

        BR175K～BR300K：a＝9 

・一般構造用圧延鋼材（SS400、SS490）

・建築構造用圧延鋼材（SN400A、SN400B、SN400C、SN490B、SN490C、SN490C-TMC）

・溶接構造用圧延鋼材（SM400A、SM400B、SM400C、SM490A、SM490B、SM490C）

BR125K

BR175K

BR225K

BR200K

BR250K

BR300K

BR275K

BR100K

BR150K

BR350K

BR400K

BR100K

BR125K

BR200K

BR225K

BR250K

BR150K

BR175K

BR275K

BR300K

BR350K

100

125

200

225

250

150

175

275

300

350

400BR400K

R

材質

梁せい（D）

梁ウェブ厚

幅厚比

孔径比

塑性化が

貫通孔の数

設けることができる

予想される領域に

L2 : ウェブスプライスプレート端
      およびガセットプレート端

適用範囲適用範囲項目

F値325N/mm  以下

1800mm以下

32mm以下

制限なし

0.6以下

2箇所まで

ただし、FC,FDランクの梁で、
塑性化が予想される領域に
貫通孔を設けることはできない。

規格 アーク電流アーク電圧ワイヤ径

YGW11
YGW18

JIS Z 3312 28～40

（mmφ） （V） （A）

280～360

種類

製品記号

(d）

項目

フリードーナツ エイト 工法標準図

BRリング（貫通孔補強金物）を用いて補強する工法である。

せウェブ貫通孔を補強する。

 本工法には、呼び径としてφ100からφ400までの貫通孔径に対応したB

Rリングが部品化されている。

リング外周部と梁ウェブとを隅肉溶接することでBRリングと梁とを一体化さ

 本工法は、ウェブ貫通孔に立上りを有するBRリングを密着させた後、BR

入荷したBRリングは、他工事のものと混入しないように置場を定め、曲がりや変形

に注意し、台上に整理整頓して保管する。

1.2,1.4

（1）本溶接はBRリング外周の全周隅肉溶接とし、各B

  Rリング部材それぞれに定められた必要隅肉溶接サ

  イズ(S)以上の溶接を行う。

BRリング

 程度の隅肉溶接サイズも可とする。 

(2) 位置決め

梁けがき線とBRリング外周角部

を合わせる。

注）BRリングをシャコ万等を用い

  て梁ウェブに密着させる。

BRリング外周の3～4箇所に組

立て溶接を行う。

BRリング外周を全周隅肉溶接する。

※2 d：フリードーナツエイトの呼び径（mm）

※3 D：梁せい（mm）

・建築構造用TMCP鋼材（TMCP325B、TMCP325C）

※4 Dr：BRリングの外径（mm）

L1：梁端からBRリング中心までの距離 

      からBRリング中心までの距離

L3 : 隣り合うBRリングの

e1  :梁天端からBRリング中心までの距離

※9 a：BRリングとH形鋼フィレットとの間隔（mm） 

30mm+(Dr +Dr )/2]以上2

S

S

⊿
ｓ

⊿ｓ

⊿
a

 なお、BRリング板厚6mmにおいて、BRリング板厚同

BRリングの取付け位置を確認し、

    で取り除き、BRリングとの接触

注）下孔まわりのバリをグラインダー等

［2.1］BRリング材質

［2.2］BRリング形状

 ※10 梁端部からの距離が梁の長さ（Ｌ）の1/10以内、または梁せい（Ｄ）の2倍以内の範囲。注） 本工法は、横補剛が必要な梁の横補剛を不要とするものではない。

a

（一財）日本建築センター BCJ評定-ST0265-01

2

 重量

（kg）

内径

t h （枚）

塑性化が予想される領域 塑性化が予想される領域 

MAX[1.5×(d  +d  )/2,50mm+0.47×(Dr  +Dr  ),
※4※4

1 2

※5 梁の応力状態によって、これ以上の距離が必要になる場合がある。

梁の応力に対する検討は、旭化成建材の検討サービス利用のこと。

※6 梁の応力状態によって、e1の変更が必要になる場合がある。

梁の応力に対する検討は、旭化成建材の検討サービス利用のこと。

dw

2,415.52

3,623.38 483.12

120.78

※3※2

187

260

319

288

356

412

384

160

215

477

542

Dr

6

9

9

9

9

9

9

6

6

1

1

1

1

1

1

1

1

1

9 1

9 1

BR125K

BR175K

BR225K

BR200K

BR250K

BR300K

BR275K

BR100K

BR150K

BR350K

BR400K

175

225

200

250

300

275

100

150

125

350

400

0.6

0.7

0.9

2.1

2.5

3.0

3.8

4.3

4.9

6.6

8.4

175

225

200

250

300

275

100

150

125

350

400

20

28

32

30

35

40

37

17

22

44

48

5以上

5以上

175

225

200

250

300

275

150

125

350

400

100

BRリング

485.4426.41
50
以上

806.86

L2 1,083.9

760.91

1,
20

1.
62

1,
79

8.
65

2,163.5

75
9.

36

1,050.78

1,080.99567.66

187.21

枚数

（5）BRリングと梁ウェブの隙間（肌すき）の許容差は、BRリング外周部において1m

（4）予熱は梁ウェブの材質により以下の指針に準拠して行う。

（3）気温-5℃未満の場合は溶接を行わない。

   あるものを取り除く。

（2）溶接部は溶接に先立ち、水分、ごみ、さび、油、塗料などの溶接に支障の

（1）溶接姿勢は下向きとする。

   ショートビードにならないように注意する。

（2）組立て溶接は、等間隔に3～4箇所、1箇所の長さは40mm以上、1パスとし

（1）BRリング外周に組立て溶接を行う。

隅肉溶接

サイズ
(mm)

(2) 溶接技能者はJIS Z 3841に規定された半自動溶接技術検定試

験の種類による下向（SA-2F、SA-3F）の資格を有する者とする。

TMCP鋼 ： (別紙第1)グレード別の適用範囲と別記事項（日本鉄骨評価センター）
その他  ： 鉄骨工事技術指針・工場製作編（日本建築学会）

   m以内とする。またBRリングと貫通孔中心のずれの許容差は2mm以内とする。

注） 梁に軸力が作用する場合は使用不可とする。

注） 梁の材軸に対し鉛直方向（梁せい方向）に複数の貫通孔は不可とする。

50mm+0.47×Dr  以上
※4 ※5

2

本標準図に記載のない事項は下記による。

・建築基準法・同施行令・国土交通省告示等
・日本工業規格（JIS）
・鋼構造設計規準 -許容応力度設計法- 2005年改定版（日本建築学会）

・建築工事標準仕様書・同解説 JASS6鉄骨工事 2018年改定版（日本建築学会）
・鉄骨工事技術指針・工事現場施工編 2018年改定版 （日本建築学会）
・鉄骨工事技術指針・工場製作編 2018年改定版 （日本建築学会）
・（別紙第1）グレード別の適用範囲と別記事項（日本鉄骨評価センター）

同等以上の工法とする。変更する場合は協議すること。

又、計画通知の変更等は施工者負担にて行うこと。

（参考図）

構造設計 株式会社 佐瀬設計 一級建築士事務所(い－６)第13665号

構造設計一級建築士 第4646号 一級建築士 No.128187 佐瀬 光一

(有)斐太プランニング一級建築士事務所

   一級建築士 第 266975号 門  秀樹

中山公園野球場整備工事（建築）工事名

図 名

縮 尺 番 号 枚の内 号

設  計

年 月 日

設 計

高 山 市

鉄骨貫通孔補強標準図（参考図）

SH11－

令和７年１１月 
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構造設計 株式会社 佐瀬設計 一級建築士事務所(い－６)第13665号

構造設計一級建築士 第4646号 一級建築士 No.128187 佐瀬 光一

(有)斐太プランニング一級建築士事務所

   一級建築士 第 266975号 門  秀樹

中山公園野球場整備工事（建築）工事名

図 名

縮 尺 番 号 枚の内 号

設  計

年 月 日

設 計

高 山 市

建設省住宅局建築指導課監修

ｎF

h
2 m
w

ｎw

P
L
b

3

ｎ F xｍ F

ｎ xｍw w ：ウｴブのボルト本数

h
h2

：フランジのボルト本数

：フランジ間内のり寸法

：内フランジ添板の内面間

p
c

Fm

PLb 1

PL b 2

2
P
L
t

P
L
t

1

PL t 3

PL t 1 ：外フランジ添板厚

PL t 2

PL t 3

：内フランジ添板厚

：ウｴブ添板厚

図-2.4.1 梁継手の記号の説明

鉄骨構造標準接合部委員会 SCSS-H97

SH12－

●

令和７年１１月 

鉄骨梁継手リスト－１ F10T
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構造設計 株式会社 佐瀬設計 一級建築士事務所(い－６)第13665号

構造設計一級建築士 第4646号 一級建築士 No.128187 佐瀬 光一

(有)斐太プランニング一級建築士事務所

   一級建築士 第 266975号 門  秀樹

中山公園野球場整備工事（建築）工事名

図 名

縮 尺 番 号 枚の内 号

設  計

年 月 日

設 計

高 山 市

－

建設省住宅局建築指導課監修

ｎF

h
2 m
w

ｎw

P
L
b

3

ｎF xｍ F

ｎ xｍw w ：ウｴブのボルト本数

h
h2

：フランジのボルト本数

：フランジ間内のり寸法

：内フランジ添板の内面間

p
c

Fm

PLb 1

PL b 2

2
P
L
t

P
L
t

1

PL t 3

PL t 1 ：外フランジ添板厚

PL t 2

PL t 3

：内フランジ添板厚

：ウｴブ添板厚

図-2.4.1 梁継手の記号の説明

鉄骨構造標準接合部委員会 SCSS-H97

●

SH13

令和７年１１月 

鉄骨梁継手リスト－２ F8T
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ベースプレート

裏当金

裏当金

※開先形状は参考

（柱端部に開先を設ける）

Ｂ

2023/12

本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書 ＪＡＳＳ ６ 鉄骨工事、建築工事標準仕様書

注意

JIS Z 3312 又は JIS Z 3313に従い選定する

JIS Z 3211（旧JIS Z 3212）に従い選定する（低水素系）

３０≦ｔｍ≦７０ｍｍ

寸 法

ベースプレート

https://www.senqcia.co.jp/ＵＲＬ

開先はＭＣ-ＴＬ-１Ｂ、ＧＣ-ＴＬ-１Ｂによる

札幌  ＴＥＬ ０１１-７０８－１１７７

東北  ＴＥＬ ０２２-２１３-５５９５

本社  ＴＥＬ ０３-４２１４-１９３２ 関西  ＴＥＬ ０６-６３９５-２１３３

中部  ＴＥＬ ０５２－５８２－３３５６

関東  ＴＥＬ ０２７-３２２-９４１１

北陸  ＴＥＬ ０７６-２３３-５２６０ 九州  ＴＥＬ ０９２-４５２-０３４１

中四国 ＴＥＬ ０８２-２４０-１６３０ ！

イ
プ

タ
G

センクシア株式会社

柱下端

t

7

柱

3
5

。

柱下端

ベースプレート

柱

Ｈ

3
5

7

2

。

ハイベースNEO工法設計施工標準

（１） ベースプレート・アンカーボルト・ナット・座金・定着板

（大臣認定取得材）

エコタイプ、高強度柱適用タイプのベースプレート上ナットはエコナットを使用する。

降伏比 ７０％以下

メートル並目

アンカーボルト

設    計

MSTL-0566,0404,0180 (Gタイプ用ベースプレート)

MBLT-0042～0046 (アンカー用ボルトセット)

BCJ評定-ST0058（Gタイプ）

ねじの種類

規 格

SN490B
備 考

ベースプレート
エコタイプ

１． 材質

-

BCJ評定

大臣認定 １． 溶 接 材 料

※ 柱とベースプレートの溶接は完全溶込み溶接

２．ベースプレートの鉄骨柱への取付け

ベースプレート周辺のモルタル幅（ｅｍ）

中心塗り部分モルタルの厚さ（ｔｍ）

被覆アーク溶接

ガスシールドアーク溶接

基礎柱形

ＳＭ４９０Ａ

-

ＪＩＳ Ｇ３１０６

座 金

メートル並目

強度区分5

（六角ナット）

ナット

ＪＩＳ Ｂ１１８１ＨＡＢ

ＳＳ４００

圧延鋼材）

ＪＩＳ Ｇ３１０１

定着板

（一般構造用

-

工場加工

各 部 名 称

ｅｍ≧３０ｍｍ

柱モルタル

Ａ

ｅｍ

ｔｍ

同解説 ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。

３．ベースプレート下面モルタルの標準寸法

（ハイベースNEO工法は、Ｓ造及びＣＦＴ造に適用）

８．鉄骨建方

（ロ） □ ３００以上□７００以下、φ３００以上φ７１１．２以下、

（ハ） □ ７５０～□１２００、φ７５０～φ１０１６の場合

７．中心塗り部分モルタル施工

ベースプレート

１．アンカーボルトの設置、無収縮モルタルの充填、これらの施工は、センクシアが定めた認定業者が行うこと。（日本建築センターの評定で義務付けられています。）
２．アンカーボルト及びナットは加熱、溶接、加工は絶対に行わないでください。

溶接部の検査を行う場合は、超音波探傷検査による。

（２） 溶接部に割れの入った場合には、割れの入った両端から
（１） 有害な欠陥のある溶接部は削除して再溶接する。

探傷は柱フランジ側から行う。

５０ｍｍ以上、はつり取り再溶接する。下部定着長さLt

上
部
定
着
長
さ

L
t

アンカ－ボルト

基礎柱形主筋

定着板

４．基礎柱形主筋の定着長さ（最小値）

６． 検    査

方 法

中心塗部分モルタル及び後詰めモルタルの養生

a

a

Ｄ

基礎、基礎ばりコンクリ－トの強度以上となるよう養生期間を確保すること。

１５０ｍｍ ≦ ａ ≦３００ｍｍ かつ柱寸法 Ｄ以下

注入方法はヘッド圧工法による。

ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３

３００ｍｍ ≦ ａ ≦５００ｍｍ 

中心塗部分モルタル

後詰めモルタル

６．基礎コンクリート打設

５．鉄筋配筋・型枠の立込み

自立できる形式とし、

捨てコンクリートに固定する。

アンカーボルトの設置は

４．アンカーボルト据付（#）

鋼材の種類、板厚により必要に応じて適切な予熱を行う。

５．溶 接 施 工 一 般

対辺ごとに溶接

予 熱

１

柱フランジ

ｅｍ

４

２

ｅｍ

３

設置精度の

アンカーボルト

アンカーボルト

角形鋼管

4
0
m
m

３．組 立 溶 接

40mm

基準高さよりの誤差eh

－３ｍｍ≦eh≦10mm

Ａ
±
ｅ

ｅ≦３ｍｍ

Ａ±e

アンカーボルト

平 面 レ ベ ル

定着板

アンカーボルト

たてアングル

ピンアンカー

アンボンドスリーブ

上部形板

現 場 施 工

備 考

（自動ロボット溶

不良溶接部の

    補正

余 盛
裏当金

ベースプレート

柱

A

B

溶接余盛はベースプレート側A点から

うに施工する。

2

イ
プ

タ
コ

BCJ評定-ST0059（エコタイプ、高強度柱適用タイプ）

-

（一般構造用

定着板

ＪＩＳ Ｇ３１０１

圧延鋼材）

ＳＳ４００

※３

※２

ＨＡＢ

※３

ＪＩＳ Ｂ１１８１

ナット

（六角ナット）

強度区分8 (一重ナット時）

強度区分5 (二重ナット時）

メートル並目

座 金

ＪＩＳ Ｇ３１０６

-

ＳＭ４９０Ａ

※１

-

ベースプレート

備 考 ＳＮ４９０Ｂ同等

規 格

ねじの種類

アンカーボルト

メートル並目

降伏比 ７０％以下

※１ 国土交通大臣認定（ＭＳＴＬ-0566、０４０４、０１８０） ※２ 国土交通大臣認定（ＭＢＬＴ-００４２～００４６）

（大臣認定取得材）

エコタイプ（ＥＢ型式、ＥＭ型式、ＥＨ型式）,高強度柱適用タイプ（KB型式）

Ｇタイプ（ＧＢ型式、ＧＭ型式、ＧＨ型式）
※２ ※２

TMCP鋼

-

TMCP325B,C

※２ ※２ ※２

メートル並目

エコナット
※２

大臣認定取得材

-

※４

○日本建築学会「ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事」に適合する普通コンクリート

（２）ベースプレート下面のモルタル

○設計基準強度は、Ｆｃ＝１８～３６Ｎ／ ｍｍ

ＪＩＳ Ｇ ３１１２「鉄筋コンクリート用棒鋼」に定められる、熱間圧延異形棒鋼

ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３およびこれと

○無収縮モルタルパッド用又は普通モルタル

 （NX-２０００及びクイック３は使用不可。）

鉄    筋

コンクリート

部分モルタル

中 心 塗

（３）基礎・基礎ばり

後 詰 め

モ ル タ ル

２

２． アンカーボルトのセット寸法

アンカーボルト

４本タイプ ８本タイプ

アンカーボルト

アンカーボルト

１２本タイプ

ベースプレート

上端

アンカーボルト
８本タイプ４本タイプ

アンカーボルト
１２本タイプ
アンカーボルト

標準寸法 ｔｍ=50ｍｍ 許容範囲

許容範囲 eｍ≧２５ｍｍ

４．本 溶 接 の 手 順

高さに準拠する（Ｇタイプ）。

余盛高さは、柱接合突出部形状に対応

４．建て入れ直し用のワイヤをアンカーボルトにとらないでください。

施工完了後、ハイベースＮＥＯ工法のチェックシートに工事記録を記載する。

１．捨てコンクリート打設

柱脚部の捨てコンクリートの厚さは９０ｍｍ以上とし、表面は平滑に仕上げる。

２．墨出し

３．アンカーボルト搬入（#）

（架台の形状は異なる場合あり）

アンカーボルトは隙間がないよう確実に

９～１０．モルタル注入枠設置（#）

アンカーボルト締付確認（#）

していることを確認。

１１．モルタル注入枠取り外し

エ

アンカーボルト設置例

施工時は、ねじ山が最低３山

・Gタイプのアンカ－ボルトは二重ナットを標準としていますが、一重ナットでも適用可能です。
・一重ナットとする場合は、コンクリ－トに埋め込む等のゆるみ止め処置が必要です。
 （一重ナットとする場合は、センクシアにご相談ください。）
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Ｇタイプ用アンカーボルト部品

！ 注意

注意！

エコタイプ、高強度柱適用タイプ用アンカーボルト部品
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ｔ２１
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※※

・コンクリートによる被覆を行わない場合は、二重ナット等のゆるみ止め処置が必要です。

・エコタイプ、高強度柱適用タイプのアンカ－ボルトはシングルナットとしておりますので、

はベースプレート台座厚さを示し、ハイベースＮＥＯ型式によって変わります。
ａ寸法は設置誤差を考慮した設計時の最小寸法です。

M24 324 10 29 3619 42 256 565322 46

面
距

55

65

50
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33
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64
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B0

幅

H0

さ

C0

離

二

エコナット

高 対
角

３ 表中のエコタイプ上段はEB、EM型式のアンカーボルト4本タイプ、※

 ゆるみ止め処置としてコンクリートスラブで被覆してください。

110 400
600 800
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690
925720
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M56
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-

M48M36

50

70

M42

57

5345

44

M24

38

38-

M30

Ｇタイプ孔径

エコタイプ

87

M64

-

79

M72

-

ねじの呼び

ベースプレートのアンカーボルト孔径

ベースプレートの形状・寸法は、ハイベースＮＥＯ工法設計ハンドブックを参照ください。

ベースプレート形状

ベースプレート形状

開先形状

開先形状

！ 注意

柱はベースプレートのフラット面に

アンカーボルト孔周辺に凹加工して

無収縮モルタルと接する面となります。

設置

目標値

エコナットの形状

Ho

Bo

Co φD1

座金の形状ナットの形状

H

C

B

tw

φd1

○強度はこれに接するコンクリートの強度以上

ＮＸ-２０００、クイック３は使用不可。

(#)：センクシアの担当範囲

（形板芯にて検査）

３．設置後のアンカーボルトのねじ部は打ちきずやコンクリートが付着しないようにねじ部の保護養生をしてください。

５．本資料以外の施工方法で行った場合、ハイベースNEOの性能が発揮できなくなります。

※３ Ｍ７２は細目ねじ            ※４ 建築基準法第37条第二号に基づく国土交通大臣認定を取得した材料を使用

コンクリートスラブ天端

 その場合、せん断耐力が変わる可能性がありますのでセンクシアにご相談ください。
・アンカーボルト上部には必ずエコナットを使用してください。通常のナットでは所定の性能が発揮できません。

板厚40mm以下の場合

板厚40mm超の場合

105
95 400

480 645
550

施工時は、ねじ山が最低３山ナットの外に出るように余長を確保してください。

はベースプレート台座厚さを

※※１

２ｔ

ａ寸法は設置誤差を考慮した設計

※２

上段はGB型式及びGM型式の場合、

※３

M24 324 105 10 29645 3619 42 256 44480

150
130

165
155

190
175

210
185

230
200

955
925

1110
1080

1270
1235

1470
1420

1660
1610

(1)ウェブの両面すみ肉溶接

(2)開先部の溶接

１パスごとに

全周溶接を行

(曲げ負担の場合は、
完全溶込み溶接とする)

H形柱の

溶接

エンドタブの取付とＨ形柱ウェブの

すみ肉溶接 ハイベース
ウェブ突出部

柱ウェブ

エンドタブ

スカラップ
（H形柱の場合）

組立溶接

40mm

組立溶接

円形鋼管 H形

40mm

組立溶接

円形鋼管 H形

を行う。

接の場合はこれ
によらない）

う。

取り付けてください。

いる面はベースプレート裏面であり、

H形柱用（EH型式）

角形鋼管柱用（EB型式） 円形鋼管柱用（EM型式）

H形柱用（GH型式）

円形鋼管柱用（GM型式）角形鋼管柱用（GB型式）

柱側B点へ向かってなめらかになるよ

し突き合わせ継手またはＴ継手余盛り

2

EB,GB,EM,GM,EH,KB型式 GH型式

  アンカーボルト締付

締め付けを行う。

８．鉄骨建方

後詰めモルタル充填（#）

９．モルタル注入枠設置（#）

後詰めモルタル充填（#）

１０．アンカーボルト締付（#）

予備締め

ナット回転法による本締め

（30°回転、許容差：  ）+10°
-0

マーキング

ベースプレートと座金とナットが密着

スカラップ
（H形柱の場合）

注意！ 柱の溶接時にベースプレートとの組合せによってはベースプレートが溶接熱歪によって曲がることがあります。

ねじの
4本タイプ用 8本タイプ用 12本タイプ用

M24

厚さ 外径 内径

(mm)

長さ 幅

定着板（4本タイプ用）

定着板（8本タイプ用）
32 180 68 12 330 130 68

-16 70 27

16 90 33

19 100 39

22 120 45

25 140 52

28 160 60

9
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33
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52
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76
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M30

M36

M42

M48

M56

M64

M72

厚さ 厚さ内径 内径長さ 幅

td ad bd dd tt at bt dtts Ds ds

- - - - - - -

----

----

- - - 16 380 145 76

9

9

9

9

9

9

9

ｅｍ

定着板（エコタイプ、高強度柱適用タイプ、Gタイプ共通）

スリーブ

アンカー

示し、ハイベースＮＥＯ型式に
よって変わります。

下段はGH型式の場合の寸法です。

ナットの外に出るように余長を

時の最小寸法です。

確保してください。

呼び

(mm)

定着板（12本タイプ用）

t
s

D
s

d
s

t
d

b
d

ad

d
d

bt

dt

b
t

t
t

at

a
t

（大臣認定取得材）

ＨＣＷ４９０B,b
ＨＣＷ４９０ｓｔ

へりあき量は、ベースプレート外形寸法の０．１倍以上確保しなければならない。柱    形

（イ） □ ２５０以下、φ２６７．４以下、H２５０以下の場合

１００ｍｍ ≦ ａ ≦２００ｍｍ かつ柱寸法 Ｄ以下

    および H２５０以上の場合

※ベースプレートと柱のF値が異なる場合は、JASS6や各材質毎に定められた指針に従い溶接材料を選定する。 

基礎柱形上面の目荒らし・水洗いを行ってください。

同等以上の無収縮性モルタル 

およびこれと同等以上の無収縮性モルタル

※

※

※ センクシアが供給するものに限る

※ センクシアが供給するものに限る

TMCP385B,C

高強度角形鋼管柱用（KB型式）

４本タイプ
アンカーボルト アンカーボルト

８本タイプ

アンカーボルト
８本タイプ １２本タイプ

アンカーボルト

エコタイプ下段はEB、EM型式のアンカーボルト8本、12本タイプ及びEHタイプの場合の寸法です。

JIS G3136 又は

高強度柱適用タイプ

TMCP鋼
※４

M42

エコタイプ

高強度柱適用タイプ

柱
適

度
強
高

イ
プ

タ
用

・

1110840165 789 437534 65481842 4.5 6538 75M42

高強度柱適用タイプ

※3

構造設計 株式会社 佐瀬設計 一級建築士事務所(い－６)第13665号

構造設計一級建築士 第4646号 一級建築士 No.128187 佐瀬 光一

(有)斐太プランニング一級建築士事務所

   一級建築士 第 266975号 門  秀樹

中山公園野球場整備工事（建築）工事名

図 名

縮 尺 番 号 枚の内 号

設  計

年 月 日

設 計

高 山 市

SH14－

令和７年１１月 

柱脚既製品標準図（参考図）
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工事名

図 名

縮 尺

構造設計 株式会社 佐瀬設計 一級建築士事務所(い－６)第13665号

構造設計一級建築士 第4646号 一級建築士 No.128187 佐瀬 光一

(有)斐太プランニング一級建築士事務所

   一級建築士 第 266975号 門  秀樹

中山公園野球場整備工事（建築）工事名

図 名

縮 尺 番 号 枚の内 号

設  計

年 月 日

設 計

高 山 市

ボーリングデータ－１

SH15－

令和７年１１月 
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構造設計 株式会社 佐瀬設計 一級建築士事務所(い－６)第13665号

構造設計一級建築士 第4646号 一級建築士 No.128187 佐瀬 光一

(有)斐太プランニング一級建築士事務所

   一級建築士 第 266975号 門  秀樹

中山公園野球場整備工事（建築）工事名

図 名

縮 尺 番 号 枚の内 号

設  計

年 月 日

設 計

高 山 市

ボーリングデータ－２

－ SH16

令和７年１１月 
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構造設計 株式会社 佐瀬設計 一級建築士事務所(い－６)第13665号

構造設計一級建築士 第4646号 一級建築士 No.128187 佐瀬 光一

(有)斐太プランニング一級建築士事務所

   一級建築士 第 266975号 門  秀樹

中山公園野球場整備工事（建築）工事名

図 名

縮 尺 番 号 枚の内 号

設  計

年 月 日

設 計

高 山 市
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ボーリングデータ－３

令和７年１１月 
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地形説明図

SH18－

高 山 市

設 計

年 月 日

設  計

号枚の内番 号縮 尺

図 名

工事名 中山公園野球場整備工事（建築）

   一級建築士 第 266975号 門  秀樹

(有)斐太プランニング一級建築士事務所

一級建築士 No.128187 佐瀬 光一構造設計一級建築士 第4646号

一級建築士事務所(い－６)第13665号構造設計 株式会社 佐瀬設計
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構造設計 株式会社 佐瀬設計 一級建築士事務所(い－６)第13665号

構造設計一級建築士 第4646号 一級建築士 No.128187 佐瀬 光一

(有)斐太プランニング一級建築士事務所

   一級建築士 第 266975号 門  秀樹

中山公園野球場整備工事（建築）工事名

図 名

縮 尺 番 号 枚の内 号

設  計

年 月 日

設 計

高 山 市

6.スコアボード

－

スコアボード ブレース標準図

SH19

令和７年１１月
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工事完了後、次の項目について報告書をまとめ、監督員に３部提出する。

10. 報告

11. その他

 

1. 工事概要

2. 一般事項

 本地業は、テノコラム工法による地盤改良地業である。テノコラム工法は、スラリー状のセメント系固化材（以下、固化材液と

 本工事は、本特記仕様書によるほか「改訂版 建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針」(日本建築センター)および

3. 特記事項

4. 施工計画

(1)

9. 品質検査

(1) 検査対象群、検査対象層及び調査箇所数

抜き取りヶ所数Ｎ

合格判定係数 ka 1.9

1

1.7 1.6 1.5 1.4 1.3

2 3 94～6 7～8

8. 施工管理

(1) 施工の安定性を確保するため下記に示す項目について施工管理する。

7. 配合管理

6. 施工機械

5. 施工

(1) 作業地盤は、施工機械が傾斜・転倒しないよう養生する。

(1) 共回り現象を防止する機構を有し、固化材と原位置土を確実に撹拌混合できる撹拌装置を用いること。

(1) 固化材液に使用する材料は、セメント又はセメント系固化材とする。

2.163

1

1.918

2 3

1.815

4～6

1.719

7～8

1.651

9

1.594

N

(1) 本工事施工業者は、本工法の施工技術に精通したもので、テノコラム協会に所属する会員とする。

固化材配合条件

工事件名及び工事場所

称す）を地盤に注入しながら、共回り防止翼を装着した撹拌装置を用いて、原地盤土と機械的に撹拌混合し、固化材の固化反応に

より所要の強度を持つ改良柱体（以下、コラムと称す）を築造するものである。

「建築工事標準仕様書・同解説 JASS4 杭・地業および基礎工事」(日本建築学会)による。

び固化材液の配合等について土質や地盤状況により変更した方が適切だと判断される場合は、監督員の承認の下に変更するこ

(2)

(3)

(4)

(2) 施工計画書

 
  工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書は、次の事項を明記する。

工事期間及び工程

工事の組織(建築請負業者の本工事責任者、コラム施工業者名

施工手順

施工管理（立会い、管理項目、施工記録）

品質検査

安全衛生対策

地盤概要（土質柱状図）

コラム伏図

技術審査証明書（写）

(2) 基本的な施工手順を以下に示す。施工の障害になる事項が出現した場合は、別途検討する。 

  ａ．撹拌混合装置をコラム心に合わせる。

  ｂ．固化材液を吐出せずに、空掘り部を所定の深度まで掘進する。

  ｃ．固化材液を吐出しながら掘進・撹拌混合する。

  ｄ．注入掘進工程が終了したら、固化材液の吐出を停止し先端部の練り返しを行う。

  ｅ．先端練り返し工程が終了したら、撹拌軸を逆回転し引上げ撹拌混合する。

(3) 設計図書に示された支持地盤に着底する長さを実施コラム長という。

(4) 本工事により排出される発生残土は場内処分とする。

(2) 所定の施工管理項目を計測、記録できる管理装置を用いること。

(3) 改良機本体は本工事の施工仕様を満足させる施工制御機器を装備したもので、自走式とする。

(4) ミキシングプラントは、所定吐出量を十分供給できるものとする。

(2) 配合強度

   変動係数を25％と想定し、９項に規定する抜き取り箇所数Ｎ、合格確率 80％とした下表を用いて設定する。

(3) 室内配合試験

   固化材液の配合（Ｗ／Ｃ）と使用量（添加量）は、室内配合試験の結果に基づいて、現場室内強度比を考慮して、配合

  強度を満足するように決定する。あるいは正確に土質を把握し、かつその土質に対する既存データがある場合は、その結

  果を用いて添加量を決定する。

(2) コラムの芯ズレ

   コラムの芯ズレが許容値を超えた場合は、監督員（監理者）と協議し、設計検討により応力照査を行った上、安全であると

  判断した場合、設計図書で示された仕様を満足しているものとする。

(3) 施工の立会い

   建築工事の請負者は、本地業責任者(請負業者の中から選定)及び施工責任者を定め、両者は本地業の施工中は立ち会う

  ものとする。

固化材液の添加量

：撹拌混合回数

：仕事量

（着底判定仕事量は、先行コラムの施工状況により、監督員と協議して決定する）

検査対象群は概ねコラム300本を1単位とする。土層毎に検査対象層を決めるが、最小層厚を0.5mとする。

調査箇所数

   頭部コア 100コラムを1単位とし、1単位毎に1ヶ所

設計対象層についての抜取箇所数をＮとする。1ヶ所あたりは３個の供試体を採取し、その平均強度をその箇所の強度とす

る。

一軸圧縮試験は公的機関あるいは検査員立会いの下に行うものとする。

検査手法は品質のバラツキを想定する場合の検査手法Ａによる。

検査手法Ａによる品質検査

   合否の判定は検査対象層におけるＮヶ所（抜取箇所数）の一軸圧縮試験結果が下式を満足すれば合格とする。

   ＸN： Ｎヶ所の一軸圧縮強度の平均値(N/mm2 ,kN/ｍ2 )

   ＸL： 合格判定値(N/mm2 ,kN/ｍ2 )

  Ｆc： 設計基準強度(N/mm2 ,kN/ｍ2 )

  ｋa： 合格判定係数

コラムの伏図及び番号

コラムの施工日

コラムの径及び実施コラム長

掘削深度

仕事量

固化材液の配合と固化材の使用量

合否判定結果 

施工機器

撹拌混合回数

及び責任者、各種作業の主たる従事者）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

コラム仕様及び数量

〔コラム径・掘削深度（設計コラム長＋空掘長）・本数

・設計基準強度 〕

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

2

3

4

1

2

3

1

2

3

4コラムの径、掘削深度（設計コラム長＋空掘長）、本数配置等は設計図書による。ただし、コラムの径・長さ・本数・位置及

設計の要求する性能を確保するため、適切な配合管理および品質検査を実施する。

本工事工法は、技術審査証明取得工法とする。又、事前にその証明書を監理者に提出し、承認を得ることとする。

：鉛直性

コラム心

掘削深度

コラム径

固化材

固化材液の密度

改良機本体のリーダー内に設置された傾斜計で管理する形状・寸法

事前にコラム心にマークを設ける

深度計で計測し記録する

撹拌装置の形状・寸法を記録する

：材料計量 水、固化材の重量

マッドバランス等

撹拌混合度

支持地盤

スーパーシステムにて施工管理を行い、記録する

スーパーシステムにて施工管理を行い、記録する

スーパーシステムにて施工管理を行い、記録する

ｑud：想定した平均一軸圧縮強さ(N/mm2 ,kN/ｍ2 ) 

ｖ ：変動係数、品質確認書により想定する= ｖ ｑud

(           )

   ただし、設計対象層以外の平均強度が設計対象層の平均強度より小さい場合は、

   最も小さい平均強度の層を設計対象層とする。

施工に当たっては、セメント系固化材からの六価クロムの溶出試験を実施し、環境庁告示第46号の基準値を満足するよう必要な

措置を講じること。試験方法、試験個数等に関しては、平成13年4月20日付国官技第16号国営建第1号「セメント及びセメント系

固化材を使用した改良土の六価クロム溶出試験実施要領（案）の一部変更について」による。

α

   深度コア 100コラムを1単位とし、1単位毎に1ヶ所

(2)コア採取率による調査

(3) 合否の判定

確認する。

コア採取率が、全長に対して粘性土で90％、砂質土で95％以上、深さ1ｍ毎に粘性土85％以上、砂質土で90％以上あることを

コアボーリング調査の内、検査対象群に1ヶ所の割合でコア採取率を調査する。

  σ ： 標準偏差(N/mm2 ,kN/ｍ2 )

ＸN≧ＸL＝Ｆc＋ka・σ

コア供試体の一軸圧縮強度試験結果Ｘf＝α×Ｆc ［α：割り増し係数、Ｘf：配合強度］

とする。

構造設計 株式会社 佐瀬設計 一級建築士事務所(い－６)第13665号

構造設計一級建築士 第4646号 一級建築士 No.128187 佐瀬 光一

(有)斐太プランニング一級建築士事務所

   一級建築士 第 266975号 門  秀樹

中山公園野球場整備工事（建築）工事名

図 名

縮 尺 番 号 枚の内 号

設  計

年 月 日

設 計

高 山 市

－ SH20

テノコラム地業特記仕様書

柱状改良工法標準図

とができる。

コラムの設計基準強度はＦｃ＝ 1700 kN/ｍ2 ( 1.7N/mm2)とする。

であり、設計対象層を  粘性土検査対象層は  粘性土

令和７年１１月
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   一級建築士 第 266975号 門  秀樹   一級建築士 第 266975号 門  秀樹   一級建築士 第 266975号 門  秀樹   一級建築士 第 266975号 門  秀樹   一級建築士 第 266975号 門  秀樹   一級建築士 第 266975号 門  秀樹   一級建築士 第 266975号 門  秀樹

(有)斐太プランニング一級建築士事務所(有)斐太プランニング一級建築士事務所(有)斐太プランニング一級建築士事務所(有)斐太プランニング一級建築士事務所(有)斐太プランニング一級建築士事務所(有)斐太プランニング一級建築士事務所(有)斐太プランニング一級建築士事務所
設 計設 計設 計設 計設 計設 計設 計

年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日
設  計設  計設  計設  計設  計設  計設  計

枚の内枚の内枚の内枚の内枚の内枚の内枚の内番 号番 号番 号番 号番 号番 号番 号縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺

図 名図 名図 名図 名図 名図 名図 名

工事名工事名工事名工事名工事名工事名工事名

号号号号号号号B001B001B001B001B001B001B001

中山公園野球場整備工事（建築）中山公園野球場整備工事（建築）中山公園野球場整備工事（建築）中山公園野球場整備工事（建築）中山公園野球場整備工事（建築）中山公園野球場整備工事（建築）中山公園野球場整備工事（建築）

6666666

令和７年１１月令和７年１１月令和７年１１月令和７年１１月令和７年１１月令和７年１１月令和７年１１月

全景パースー１（参考図）全景パースー１（参考図）全景パースー１（参考図）全景パースー１（参考図）全景パースー１（参考図）全景パースー１（参考図）全景パースー１（参考図）

－－－－－－－

高 山 市高 山 市高 山 市高 山 市高 山 市高 山 市高 山 市



   一級建築士 第 266975号 門  秀樹   一級建築士 第 266975号 門  秀樹   一級建築士 第 266975号 門  秀樹   一級建築士 第 266975号 門  秀樹   一級建築士 第 266975号 門  秀樹   一級建築士 第 266975号 門  秀樹   一級建築士 第 266975号 門  秀樹

(有)斐太プランニング一級建築士事務所(有)斐太プランニング一級建築士事務所(有)斐太プランニング一級建築士事務所(有)斐太プランニング一級建築士事務所(有)斐太プランニング一級建築士事務所(有)斐太プランニング一級建築士事務所(有)斐太プランニング一級建築士事務所
設 計設 計設 計設 計設 計設 計設 計

年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日
設  計設  計設  計設  計設  計設  計設  計

枚の内枚の内枚の内枚の内枚の内枚の内枚の内番 号番 号番 号番 号番 号番 号番 号縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺

図 名図 名図 名図 名図 名図 名図 名

工事名工事名工事名工事名工事名工事名工事名

号号号号号号号B002B002B002B002B002B002B002

中山公園野球場整備工事（建築）中山公園野球場整備工事（建築）中山公園野球場整備工事（建築）中山公園野球場整備工事（建築）中山公園野球場整備工事（建築）中山公園野球場整備工事（建築）中山公園野球場整備工事（建築）

6666666

令和７年１１月令和７年１１月令和７年１１月令和７年１１月令和７年１１月令和７年１１月令和７年１１月

全景パース－２（参考図）全景パース－２（参考図）全景パース－２（参考図）全景パース－２（参考図）全景パース－２（参考図）全景パース－２（参考図）全景パース－２（参考図）

－－－－－－－

高 山 市高 山 市高 山 市高 山 市高 山 市高 山 市高 山 市



   一級建築士 第 266975号 門  秀樹   一級建築士 第 266975号 門  秀樹   一級建築士 第 266975号 門  秀樹   一級建築士 第 266975号 門  秀樹   一級建築士 第 266975号 門  秀樹   一級建築士 第 266975号 門  秀樹   一級建築士 第 266975号 門  秀樹

(有)斐太プランニング一級建築士事務所(有)斐太プランニング一級建築士事務所(有)斐太プランニング一級建築士事務所(有)斐太プランニング一級建築士事務所(有)斐太プランニング一級建築士事務所(有)斐太プランニング一級建築士事務所(有)斐太プランニング一級建築士事務所
設 計設 計設 計設 計設 計設 計設 計

年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日
設  計設  計設  計設  計設  計設  計設  計

枚の内枚の内枚の内枚の内枚の内枚の内枚の内番 号番 号番 号番 号番 号番 号番 号縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺

図 名図 名図 名図 名図 名図 名図 名

工事名工事名工事名工事名工事名工事名工事名

号号号号号号号B003B003B003B003B003B003B003

中山公園野球場整備工事（建築）中山公園野球場整備工事（建築）中山公園野球場整備工事（建築）中山公園野球場整備工事（建築）中山公園野球場整備工事（建築）中山公園野球場整備工事（建築）中山公園野球場整備工事（建築）

6666666

令和７年１１月令和７年１１月令和７年１１月令和７年１１月令和７年１１月令和７年１１月令和７年１１月

スタンド全景パース－１（参考図）スタンド全景パース－１（参考図）スタンド全景パース－１（参考図）スタンド全景パース－１（参考図）スタンド全景パース－１（参考図）スタンド全景パース－１（参考図）スタンド全景パース－１（参考図）

－－－－－－－

高 山 市高 山 市高 山 市高 山 市高 山 市高 山 市高 山 市



   一級建築士 第 266975号 門  秀樹   一級建築士 第 266975号 門  秀樹   一級建築士 第 266975号 門  秀樹   一級建築士 第 266975号 門  秀樹   一級建築士 第 266975号 門  秀樹   一級建築士 第 266975号 門  秀樹   一級建築士 第 266975号 門  秀樹

(有)斐太プランニング一級建築士事務所(有)斐太プランニング一級建築士事務所(有)斐太プランニング一級建築士事務所(有)斐太プランニング一級建築士事務所(有)斐太プランニング一級建築士事務所(有)斐太プランニング一級建築士事務所(有)斐太プランニング一級建築士事務所
設 計設 計設 計設 計設 計設 計設 計

年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日
設  計設  計設  計設  計設  計設  計設  計

枚の内枚の内枚の内枚の内枚の内枚の内枚の内番 号番 号番 号番 号番 号番 号番 号縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺

図 名図 名図 名図 名図 名図 名図 名

工事名工事名工事名工事名工事名工事名工事名

号号号号号号号B004B004B004B004B004B004B004

中山公園野球場整備工事（建築）中山公園野球場整備工事（建築）中山公園野球場整備工事（建築）中山公園野球場整備工事（建築）中山公園野球場整備工事（建築）中山公園野球場整備工事（建築）中山公園野球場整備工事（建築）

6666666

令和７年１１月令和７年１１月令和７年１１月令和７年１１月令和７年１１月令和７年１１月令和７年１１月

スタンド全景パースー２（参考図）スタンド全景パースー２（参考図）スタンド全景パースー２（参考図）スタンド全景パースー２（参考図）スタンド全景パースー２（参考図）スタンド全景パースー２（参考図）スタンド全景パースー２（参考図）

－－－－－－－

高 山 市高 山 市高 山 市高 山 市高 山 市高 山 市高 山 市



   一級建築士 第 266975号 門  秀樹   一級建築士 第 266975号 門  秀樹   一級建築士 第 266975号 門  秀樹   一級建築士 第 266975号 門  秀樹   一級建築士 第 266975号 門  秀樹   一級建築士 第 266975号 門  秀樹   一級建築士 第 266975号 門  秀樹

(有)斐太プランニング一級建築士事務所(有)斐太プランニング一級建築士事務所(有)斐太プランニング一級建築士事務所(有)斐太プランニング一級建築士事務所(有)斐太プランニング一級建築士事務所(有)斐太プランニング一級建築士事務所(有)斐太プランニング一級建築士事務所
設 計設 計設 計設 計設 計設 計設 計

年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日
設  計設  計設  計設  計設  計設  計設  計

枚の内枚の内枚の内枚の内枚の内枚の内枚の内番 号番 号番 号番 号番 号番 号番 号縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺

図 名図 名図 名図 名図 名図 名図 名

工事名工事名工事名工事名工事名工事名工事名

号号号号号号号B005B005B005B005B005B005B005

中山公園野球場整備工事（建築）中山公園野球場整備工事（建築）中山公園野球場整備工事（建築）中山公園野球場整備工事（建築）中山公園野球場整備工事（建築）中山公園野球場整備工事（建築）中山公園野球場整備工事（建築）

6666666

令和７年１１月令和７年１１月令和７年１１月令和７年１１月令和７年１１月令和７年１１月令和７年１１月
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